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　富山県ＳＤＧｓ宣言において宣言した取組みの実施状況について、下記の通り報告します。

１　取組み期間　　　　　令和 7年 4月 1日 ～ 令和 8年 3月31日

２　取組みの実施状況

№

※宣言日(ウェブサイト掲載日）から３か月に満たない場合は、翌年度からの報告となります。
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【目標】自らの環境負荷の抑制に努めるとともに、ICTの提供を通じて、地球規模での環境問題の解決に努め、環境
と共生した社会づくり、また、富山の将来を担う子どもたちの支援活動を通じた豊かな社会づくりに貢献します。

【実施状況】
・社用車を年間で、ガソリン車7台を廃止し、新たに9台を電気自動車（EV）へ切り替えました。
・環境保全の取り組みとして、東田地方ビル、不二越ビル、桜橋ビル周辺の清掃活動を年6回実施しました。あわせ
て、東田地方ビル前の「いたち川公園植樹桝」を整備し、黄花コスモスやマリーゴールドの植栽を行いました。
・こども支援の取り組みとして、『こともまんなか応援』をスローガンに掲げ、今年度も社員から募金を募り、県内3か
所の児童養護施設を訪問してクリスマスプレゼントを寄贈しました。　また、社員が家庭から持ち寄った食品や文房
具などを、県内6か所のこども食堂へ寄贈しました。　さらに、こども食堂を継続的に支援する取り組みとして、社内に
寄付型自動販売機を設置するとともに、「こども食堂応援弁当」の販売を継続しています。
　加えて、富山県が実施している中学生を対象とした「14歳の挑戦」や、高校生を対象とした「総合的な探究の時間」
の教育活動にも協力し、次世代を担うこどもたちの学びや成長を支援しています。
　今後は、さらに行政や他企業と連携し、持続的かつ効果的な活動を推進していきます。

SDGsの達成に向けた目標と取組の実施状況
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【目標】あらゆるモノや人がつながるIoT、AI、ビッグデータ社会において、生活を守る重要なインフラを提供する企業
グループとして、高品質で災害やサイバー攻撃にも強いサービスの提供により、安心・安全な地域社会づくりに貢献
します。

【実施状況】
・地域社会を支える重要インフラを担う企業として、災害やサイバー攻撃に強いサービス提供に取り組んでいます。
・災害対策においては、災害対策基本法に基づく指定公共機関として、「NTTグループ防災業務計画」を定め、行政・
自治体と連携した防災訓練の実施を行いました。　あわせて、通信設備が被災し通信途絶が発生した場合を想定
し、第九管区海上保安本部および協定先通信事業者と連携し、巡視船を活用した通信資機材・要員の海上輸送訓
練を行い、迅速な通信復旧体制の強化を図りました。　また、自治体と連携し、特設公衆電話の設置拡大に取り組
み、非常時の通信確保に貢献しています。
・さらに、ドローンを活用したインフラ設備の共同点検や、立合WEBシステムによる道路掘削工事受付の一元化な
ど、ICTを活用した社会インフラ維持の取組みについて、自治体や電力・ガス会社等への導入を進めています。

富山県SDGs宣言実施状況報告書

記
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【目標】社会の持続的発展のため、社会の課題解決に向けたさまざまなソリューション、それを支える光サービスの
拡大等を通じ、イノベーションを創出し、豊かな社会づくりに貢献します。

【実施状況】
・地域社会やお客さまを起点とし、ICTを活用した経営課題の解決や富山県並びに富山県下の自治体方針に基づい
たDX推進（まちづくりや産業振興支援）など、社会課題解決の取組みを推進しています。
・富山県の一部エリア（富山市、高岡市）において、通信速度最大概ね10Gbps※の「フレッツ 光クロス」（FTTH
アクセスサービス）の提供を2026年1月より開始しました。　※ 技術規格上の最大値であり実効速度ではありません。


